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〒252‐0880 神奈川県藤沢市亀井野1866
ＴＥＬ 0466(84)3892
小田急江ノ島線 六会日大前駅 徒歩5分

企画展の開催にあたって
⽇本⼤学⽣物資源科学部博物館では、⽣物資源科学部の持つ研究施設を紹介する企画展

を開催してきました。今回の企画展においては、森林に焦点をあて、⽣物資源科学部の所
有する広⼤な演習林のなかで、特に整備され研究の進んでいる⽔上演習林の⾃然と、そこ
で⾏われている教育・研究活動について紹介します。

水上演習林の概要
⽔上演習林は、群⾺県利根郡みなかみ町にあり、利根川上流の藤原湖に接し標⾼650ｍ

〜985ｍ（⾼平⼭）の急峻で変化に富んだ地形上に⾯積158haを占めています。藤原ダム
建設時には⾻材の供給に活⽤され、昭和33年の⼯事完成以降⽇本⼤学演習林になりました。
年平均気温約10℃、年降⽔量約1,600mm、最⼤積雪深約2mで、⽇本海型気候下にあ

り、森林帯としてはブナ帯に属します。天然林にはブナ林、ミズナラ-コナラ林、シデ林
などがあり、歴代の学⽣が植樹してきた⼈⼯林には、スギ林、カラマツ林、ブナ林があり
ます。
林業作業、樹⽊、植物、動物、⽔⽂、気象等々、これらに関連する多くの実習や研究に

活⽤され、最近では、環境教育、森林レクリエーションの場としてのニーズも増し、幅広
い⽅⾯から⽔上演習林への期待が⾼まっています。

パ ネ ル：⽔上演習林の概要、四季、植物、
動物、キノコ、実習、教員による
研究事例

標 本：昆⾍、剥製

樹⽊標本：腊葉、タネ、樹幹、年輪

⾳ 声：⽔上演習林の動物の鳴き声

ジオラマ：「ミニ」ブナ林

展示内容

この他、木工クラフト、
樹木図鑑、匂いのする樹木も
展示しています！
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